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１．趣  旨 

 地域社会を取り巻く環境が大きく変化する中で、子どもたちや学校を取り巻く環境も

大きく変化してきました。子どもたちが現実の社会で健やかに活躍できる力をつけるた

めに、新しい学習指導要領の理念「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域と

学校の連携・協働の推進が重要となっています。 

また、多様化する課題に対応しながら自分らしく生活していける地域づくりのために

も、地域に住む子どもから大人まで一人一人がお互いの価値観や生き方を認め合う意識

を持ち、支え合える地域づくりを推進する必要があります。そのためには、すべての地

域住民が福祉課題を我が事としてとらえ、地域づくりの担い手として活躍できるよう、

地域全体で福祉教育を推進していく必要があります。 

本セミナーでは、学校や地域社会が連携して福祉教育を展開することの重要性や実践にあ

たってのポイントを具体的に学び、本県における地域と連携した福祉教育の取り組み事例等

を通して、連携の効果や課題、今後の展開に焦点をあてていきます。福祉教育の推進やあり

方を学び・共に考え、沖縄県全域での福祉教育の推進と豊かな共生社会を育むことを目的に

開催します。 

 

2. 主 催   沖縄県社会福祉協議会/沖縄県ボランティア・市民活動支援センター 

 

3. 後 援 沖縄県教育庁 

 

4．日 時 令和 6年 2月 3日(土)13：00～16：30 （受付 12：45～） 

 

5．開催場所 沖縄県総合福祉センター 東棟 5階 501研修室  

                       （住所：那覇市首里石嶺町 4-373-1） 

6．参 加 費 無料 

 

7．対  象 県内小・中・高校、特別支援学校、教育委員会、教育事務所、市町村社

会福祉協議会、NPO・ボランティア団体、その他福祉教育を進めている関

係機関・団体、福祉関係者等（本セミナーに関心のある方） 

 

8．定 員 70人程度 

 

9. 申込締切 令和 6年 1月 31日（水）17時まで ※定員に達し次第受付終了 

令和 5年度 

福祉教育推進セミナー 

～「学校」「地域」「社協」がつながる福祉教育を目指して～ 

 開催要項  
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10．日程/内容 

12：45～13：00 受付 

13：00～13：10 開会・オリエンテーション 

13：10～14：10 

（60分） 

基調講話 

「学校･地域･家庭の協働による地域共生社会の実現を目指した福祉教育」 

〜今できること、今から始められること〜 

子どもたちを取り巻く課題共有と協働の在り方 

講師：新崎 国広 氏   

ふくしと教育の実践研究所 SOLA 主宰（大阪教育大学 教育学部 名誉教授） 

14：10～14：20 

（10分） 
休憩 

14：20～14：50 

（30分） 

活動報告① 

「体験！学び！考える！うるまキッズサマースクール」（仮題） 

報告者：赤嶺 秀幸 氏（うるま市社会福祉協議会 ボランティアセンター） 

14：50～15：20 

（30分） 

活動報告② 

「福祉教育は地域づくり～ひとの暮らしをつなげる視点から～」 

報告者：山崎 新 氏（沖縄じんぶん考房 那覇市国場児童館 代表理事・館長） 

15：20～16：20 

（60分） 

活動報告者へのコメント・質疑応答 

コメンテーター：新崎 国広 氏（ふくしと教育の実践研究所 SOLA 主宰） 

16：20～16：30 アンケート・閉会 

 

11．申 込   沖縄県社会福祉協議会のホームページへアクセス、または左記 QR 

コードを読み取り、申込みフォームに必要事項を入力の上、送信して  

ください。 

ホームページ （https://www.okishakyo.or.jp/workshop/） 

※入力画面の内容確認の際に「自分にも送信内容のコピーメールを 

送る。」にチェックを入れてください。コピーメールからご自  

身で入力した内容を確認することができます。 

※開催要項等は本会ホームページからダウンロードできます。 

 

12．お問合せ先 

沖縄県社会福祉協議会/県ボランティア・市民活動支援センター（ 担当：中村・金城 ） 

〒903‐8603 那覇市首里石嶺町 4-373-1 東棟 2階  

TEL：098-884-4548 ／ E-mail：vol@okishakyo.or.jp 

申込みはこちら 


